
地図は見るから、描く時代へ
Maptomo  API リリース

地図とともに、新しい発見を

Open Street Map

…  System



Maptomo  API 活用事例

ペット捜索発見システム
大切なペットが迷子になったエリア
を地図で描き、ペット写真や特徴な
どをデータベースと関連付けること
ができるシステムです。

発見された際には、飼い主に連絡さ
れる仕組みです。

利用サービス：
kintone、Maptomo API
提供元：株式会社AISIC さま

捜索エリアを描く

エリアをタップす
ると迷子の特徴を
確認

Maptomo  API 特徴

● 農地の作業記録、作物の育成状況の可視化
● 訪問診療先のスタッフ担当割当、面会記録
● 店舗管理、情報の表示
● マンションなどの賃貸状況、保有不動産の資産管理
● ハザードマップの作成、管理

など、利用用途は多種多様。

1. 複数の無償地図ライブラリを選んで表示
Open Street Map, 国土地理院など10以上の地図レイヤー搭載

2. わたしたちに身近で、精度の高い Googleマップ 適用が可能
3. データごとに地図矩形を色付け、アイコン変更
4. 地図描画（PV：3,000~）による月額固定課金（税抜 3,000円~）
5. 第三機関のECサイトでのクレジット注文なため、毎月の注文管理が削減
6. Maptomo API Library は、親しみのある JavaScript で開発可能

お気軽にご相談ください。
https://maptomo.com/ マプトモ

2020/9/10現在の情報です。


